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空気・精霊・魂――ボリス・ポプラフスキイにおける青のイメージ


































い」（Менегальдо [2007], p. 21）とされる。サーカス，アクロバット，天使，塔などのモチー
フが，シャガール，ピカソ，デ・キリコを想起させると指摘される一方で（Менегальдо [2007], 
p. 42），ランボーやロートレアモンといったフランス詩人らとの関わりにおいては，作品






















要』第 21 号，2017 年，105-130 頁，“The Semantics of Blue in Russian Émigré Literature of the 
First Wave”『札幌大学女子短期大学部紀要』第 65 号，2018 年，7-29 頁，「ロシア文学の青――ガイト・








いられている詩は約 17%，ゴルボイは 9% である。しかし，1926 年から 1931 年の詩が含


















作者の感覚が生まれる。（Поплавский [2009c], p. 422）























































で暗くなった。」（「ハムレットの子供時代」（« Детство Гамлета »）（1929））（Поплавский 
[2009b], p. 195），「乙女秋は天国から出て行った。／空は果てまで青い。」（「空気の精霊」（«
Дух воздуха »）（1927-30）（Поплавский [2009b], p. 219）），「青い空にはただ埃と同情，／
吹雪のおそろしいこの世のものではない輝き」（「宙は暗い。空ではバラがはためく…」（«
Темен воздух . В небе розы реют…»）（1929）（Поплавский [2009b], p. 238））と多くない。
また，空の意味で，空気，大気を表すвоздухと共に用いられているものには，「家々のう
え高く空焼けの飛行船が飛び，／夕暮れの青く見える空気は消え，冷たくなった。」（「パ
ブロ・ピカソへのオマージュ」（«Hommage à Pablo Picasso»）（1929））（Поплавский 
[2009b], p. 198）がある。シーニイが水という語と直接結びついている例では，「水の青い
世界」（「ジュコフスキイに倣って」（« Подражание Жуковскому »））（Поплавский [2009b], p. 









いて喋っている。」（「ローマの朝」（« Римское утро »）（1928））（Поплавский [2009b], p. 
191）や，「春の青空には星が散っていた」（「生命の女神」（« Богиня жизни »）（1928））
（Поплавский [2009b], p. 192），「庭では夜明けの時の青が死んでいった」（「パブロ・ピカ
ソへのオマージュ」）（Поплавский [2009b], p. 197），「風は水の中に雑誌を運び去り，／
青い空に並木道から埃が飛んでいた。」（「一日中冷たく汚い衣を着て…」（« Целый день в 
холодном , грязном саване…»）（1930））（Поплавский [2009b], p. 226），「これほど遅くガ
ラスに空の青が反射して／月は工場の煙突の上にのぼった」（「太陽が沈んだ，まだこん




それを裏付けるのが，1930 年の詩（「人生の壁の向こうを秋が歩いている…」（« За 







































（« Последний парад »））（Поплавский [2009b], p. 180），「青い青い月光」（「月の飛行船」
（« Лунный дирижабль »）（1928））（Поплавский [2009b], p. 186），「青みがかった極地が輝
く」（「ハムレット」（« Гамлет »））（Поплавский [2009b], p. 189），「青い，青い夜明けの光」
3 砦という語は，ゲオルギイ・イワーノフに捧げた「死のバラ」（« Роза смерти »）（1928）という詩にも，
「春は，どこまでもバラ色に色づき，／微笑みながら，砦に遠ざかりながら，／開く暗い青の扇には／はっ
きりと記されている：死。」（Поплавский [2009b], p. 185）と用いられている。
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（「青い，青い夜明けの光」（« Синий , синий рассвет восходящий…»））（Поплавский [2009b], 
p. 123）のほか，「青い星たち」という表現が複数の詩で繰り返される（「ハムレットの子
供時代」（Поплавский [2009b], p. 194），「少女は戻った，天使はあてずっぽうに歌い出し
た…」（« Девочка возвратилась , ангел запел наугад…»）（1928-29）（Поплавский [2009b], 
p. 195），「闇のなかで」（« В сумраке »）（1929）（Поплавский [2009b], p. 204））。ゴルボイ
に関しては，「空色の月」（「見事な晩が笑顔と音で満たされていた…」（« Восхитительный 
вечер был полон улыбок и звуков…»）（1928））（Поплавский [2009b], p. 185）や「空色の
太陽」（「『まもなく空色の太陽が出るわ』…」（« Скоро выйдет солнце голубое…»）（1929））
（Поплавский [2009b], p. 200），「空色とバラ色の星たち」（「古代の歴史は満ちている…」（«







国の方に飛んでいく」（Поплавский [2009b], p. 204）。
さらに，星の擬人化も特徴的である。「闇のなかで」では，この後，「星たちにとっては
















































そこで響いて日々は輝く。 （Поплавский [2009b], p. 187）
シーニイは背景に退き，炎の鮮やかさが際立つ。炎のイメージは花咲く春のイメージと




























死後に発表された詩集『雪の時』（« Снежный час »）に収められた 1930-31 年の詩（「ク
リスマスが花開く。川は近郊を浸水する…」（« Рождество расцветает . Река наводняет 
предместья…»））でも，月の光が青い音に例えられている（「屋根は鮮やかな光沢を見せる。









であるよりも絵画的である」（Цетлин [1993], p. 180）と述べ，ストルーヴェは「ポプラフ
スキイのシュルレアリスム的世界は『決まりを外れた』，他の芸術，絵画から借用した方










































（Livak [2003], p. 69）という点を挙げている。一見，シュルレアリスムを彷彿させるのも，「シュルレ
アリストのイメージ（意味的ショック）の基本原理を軽視し，代わりにシュルレアリストの詩のクリシェ












ていこうとしている，私と残っていて」（Поплавский [2009b], p. 188）と語りかけるオフィー
リアであろう「彼女」に，ハムレットは「私のことは忘れてくれ」（Поплавский [2009b], p. 
188）と答え，「私の上に巨大な鳥たちが飛び去り」，「静かに大きな花々が咲き，炎のなか

































僕の庭師は眠る，光のなかで囁いて。 （Поплавский [2009b], p. 233）
繰り返される眠りというモチーフも，特徴的である（「僕は落ち着いて，いつの時代も
眠る」，「全ては過ぎた，全ては再び戻った，／聖なるもののなか，黄金のもののなか，空




































て完全なる夜に戻って」（「マイナス極が黙って輝く…」（« Отрицательный полюс молчит и сияет…»）




空の子らのように，夜明けから夕暮れへと変われ。」　（Поплавский [2009b], pp. 197-
198）
「孤独なもの」は詩の最後で「明日は再び地上に春が来る，／再び一瞬にして夜明けに


































（Поплавский [2009c], p. 419）
そして，死を受け入れた時，「魂は，恐怖から自由になり，本物の詩人たちを満たす別
の絶望の甘美さを獲得する」（Поплавский [2009c], p. 419）という。例えば，日が昇ると「世
界は同じく，バラ色で奇妙で，／希望はなく，青く金色で，／鮮やかな旗がレストランの
上に上り，／トラックが砂を水のように注いだ」（「暗い春に，雪の春に…」）（Поплавский 







う。（Поплавский [2009a], p. 48）
さらに，「音楽の精霊は，音楽の領域の核である（しかし四次元で）。それが作り上げる
ものは不死で，音楽は，全てが死ぬことになる外的領域である」（Поплавский [2009a], p. 
48）とも述べている。死の領域である音楽が，不死であり普遍的な「音楽の精霊」の肉体
が具現したものであるとは，どういうことなのだろうか。

































































を持っていた。現に，リトアニア語では，daūsos がвоздухを意味している。（См .: Этимологический 
словарь современного русского языка . Т . 1. М .: Флинта , 2019. с . 250）　ポプラフスキイにおいては，
父親がロシア人とリトアニア人のハーフであったものの，精霊と宙は同じではなく，深く関わるものと





































































を切り開く」（Менегальдо [2007], p. 219）という点を指摘しているが，シュタイナーにお































界』への暗号」（Почхуа , Симонян [2004], p. 61）であり，ブロークは「花は空色，空は空
色，月の光は空色，魔法の王国は空色（あるいはトゥルゲーネフでは瑠璃色）で，メーテ
ルリンクのおとぎ話全体や，到達しえないものを語るあらゆるおとぎ話を包みこむヴェー
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